指定短期入所生活介護利用契約書

　　　　　　　　　　（以下「契約者」という。）と高梁市（以下「事業者」という。）は、契約者が高梁市特別養護老人ホーム鶴寿荘（以下「施設」という。）における
居室及び共用施設等を使用し生活するとともに、事業者から提供される短期入所
生活介護サービス等を受け、それに対する利用料を支払うこと等について、次の
とおり契約（以下「本契約」という。）を締結する。
（契約の目的）
第１条　事業者は、介護保険法令の趣旨に従い、契約者が、その有する能力に応じ、可能な限り自立した日常生活を営むことができるよう支援することを目的として、契約者に対し、その日常生活を営むために必要な居室及び共用施設等を使用
させるとともに、第２条及び第３条に定める短期入所生活介護サービスを提供
するものとする。

2　事業者が契約者に対して実施するサービスの内容（ケアプランを含む。）
（以下「施設サービス計画」という。）は、「重要事項説明書」に定めるとおり
とする。

3　契約者は、第１６条第2項に定める契約の終了がない限り本契約に定めるところに従い、サービスを利用できるものとする。
　（介護保険給付対象サービス）

第２条　事業者は、介護保険給付対象サービスとして、施設において、契約者に　　対して、入浴、排せつ、食事等の介護、相談等の精神的ケア、社会生活上の便宜、日常生活上の世話、機能訓練、健康管理及び療養上の世話を提供するものとする。
　（介護保険給付対象外サービス）

第３条　事業者は、契約者との合意に基づき、次の各号に定めるサービスを提供
するものとする。

　（１）食事の提供

　（２）滞在の提供

　（３）介護保険給付の支給限度額を超えるサービス

2　前項のほか、事業者は、「重要事項説明書」に定めるとおりのサービスを介護
保険給付対象外サービスとして提供できるものとする。

3　前2項のサービスについて、その利用料金は契約者が負担するものとする。

4　事業者は、第1項及び第2項に定める各種のサービスの提供について、必要に
応じて契約者の家族等に対してもわかりやすく説明するものとする。
　（契約期間と利用期間）

第４条　本契約でいう「契約期間」とは、第１６条第1項に定める契約の有効期間とし、「利用期間」とは、第１６条第1項に定められた契約期間内において、
事業者が契約者に対して、現にサービスを実施する期間とする。
　（施設サービス計画の決定・変更）

第５条　事業者は、介護支援専門員に第１条第２項に定める施設サービス計画の
作成に関する業務を担当させるものとする。

2　施設サービス計画は、介護支援専門員が施設サービス計画について、契約者又はその家族等に対して説明し、文書により同意を得たうえで決定し、当該短期入所生活介護計画を交付するものとする。

3　事業者は、契約者に係る居宅サービス計画（ケアプラン）が変更された場合、
又は契約者やその家族等の要請に応じて、介護支援専門員に、施設サービス計画について変更の必要があるかどうかを調査させ、その結果、施設サービス計画の変更の必要があると認められた場合には、契約者又はその家族等と協議して、
施設サービス計画を変更するものとする。

4　事業者は、施設サービス計画を変更した場合には、契約者又はその家族等に
対して説明し、書面を交付し、その内容の確認を得るものとする。
　（サービス利用料金の支払い）

第６条　事業者は、契約者が支払うべき介護保険給付対象サービスに要した費用について、契約者が介護サービス費として市町村から給付を受ける額（以下「介護保険給付額」という。）の限度において、契約者に代わって市町村から支払いを
受けるものとする。

2　契約者は、要介護度に応じて第２条に定めるサービスを受け、「重要事項説明書」に定める料金体系に基づいたサービス利用料金から介護保険給付額を差し引いた差額分（自己負担分：契約者の介護保険負担割合証に基づく額）を事業者に支払うものとする。

3　第３条に定めるサービスについては、契約者は、「重要事項説明書」に定める
料金体系に基づいたサービス利用料金を事業者に支払うものとする。

4　前項のほか、契約者は日常生活上必要となる諸費用実費（おむつ代を除く。）を事業者に支払うものとする。

5　契約者は、前3項に定めるサービス利用料金をサービスの終了時に、事業者が
指定する方法により支払うものとする。
　（利用料金の変更）

第７条　前条第2項に定めるサービス利用料金及び前条第3項に定める食費及び
　滞在費の基準費用額について、法改正等により介護給付費体系等の変更があった
場合、事業者は当該サービス利用料金を変更することができるものとする。

 2　前条第3項に定めるサービス利用料金（食費及び居住費の基準費用額を除く）　については、経済状況の著しい変化その他やむを得ない事由がある場合、事業者は、契約者に対して１か月以上前に文書にて説明をしたうえで、当該サービス
　利用料金を相当な額に変更することができるものとする。

 3　契約者は、前項の変更に同意することができない場合には、本契約を解約することができるものとする。

　（利用の中止・変更・追加）

第８条　契約者は、第４条に規定する利用期間前において、サービスの利用を中止又は変更、若しくは新たなサービスの利用を追加することができるものとする。この場合には、契約者はサービス開始日の２日前までに事業者に申し出るよう
努めるものとする。

2　事業者は、前項に基づく契約者からのサービス利用の変更・追加の申し出に
対して、施設が満床で契約者の希望する期間にサービスの提供ができない場合、
他の利用可能期間を契約者に提示して協議するものとする。

3　契約者は、第４条に定める利用期間中であっても、サービスの利用を中止する
ことができるものとする。

4　前項の場合には、契約者は、すでに実施されたサービスに対する利用料金及び
第１０条第3項その他の条項に基づく事業者に対する債務がある場合には、利用終了日に精算するものとする。
5　第3項の規定により契約者がサービスの利用を中止し、施設を退所する場合には、事業者は、契約者の心身の状況、置かれている環境等を勘案し、必要な援助を
行うものとする。

6　契約者がサービスの利用を中止するときは、事業者は契約者に対し、「重要事項説明書」に定めるとおりキャンセル料を請求できるものとする。
　（運営規程の遵守）

第９条　事業者は、別に定める高梁市特別養護老人ホーム鶴寿荘生活介護事業運営規程（以下「運営規程」という。）に従い、必要な人員を配置して、契約者に対して、本契約に基づくサービスを提供するとともに、建物及び付帯施設の維持管理を行うものとする。

2　本契約における運営規程については、本契約に付随するものとして、事業者、
契約者ともに遵守するものとし、事業者がこれを変更する場合は、契約者に対して事前に説明するものとする。

3　契約者は、前項の変更に同意することができない場合には、本契約を解約する
ことができるものとする。
　（施設、設備の使用上の注意）

第１０条　契約者は、居室及び共用施設、敷地をその本来の用途に従って、利用
するものとする。

2　事業者及び施設職員（以下「職員」という。）は、契約者に対するサービスの
実施及び安全衛生等の管理上の必要があると認められる場合には、契約者の
居室内に立ち入り、必要な措置を取ることができるものとする。ただしその場合、契約者のプライバシー等の保護について、十分な配慮をするものとする。

3　契約者は、施設の設備について、故意又は重大な過失により滅失、破損、汚損
若しくは変更した場合には、自己の費用により原状に復する、又は相当の代価を
支払うものとする。

4　契約者の心身の状況等により特段の配慮が必要な場合には、契約者及びその家族等と事業者との協議により、居室又は共用施設、設備の利用方法等を決定する
ものとする。
　（事業者及び職員の義務）

第１１条　事業者及び職員は、サービスの提供にあたって、契約者の生命、身体、生活環境等の安全・確保に配慮するものとする。

2　事業者は、契約者の健康状態など必要な事項について施設の医師や看護職員、
 契約者の主治医、施設の協力病院と連携し、契約者から聴取・確認したうえで
サービスを実施するものとする。

3　事業者は、非常災害に関する具体的計画を策定するとともに、非常災害に備えるため、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行うものとする。

4　事業者及び職員は、契約者又は他の入所者等の生命又は身体を保護するため緊急やむを得ない場合において適正な手続きを経て行う場合を除き、身体的拘束その他契約者の行動を制限する行為を行わないものとする。

5　事業者は、契約者に対するサービスの提供について記録を作成し、その完成の日から５年間保存するものとする。

6　契約者又はその家族等は、事業者に対し、いつでも前項の記録の閲覧・謄写を
求めることができるものとする。ただし、謄写の場合、事業者は実費相当額を

請求者に請求することができるものとする。
7　サービス提供時において、契約者に病状の急変が生じた場合その他必要な場合は、速やかに施設の医師、又は契約者の主治医、施設の協力病院への連絡を行う等の必要な措置を講じるものとする。
　（守秘義務等）
第１２条　事業者及び職員は、サービスを提供するうえで知り得た契約者又はその家族等に関する事項を正当な理由なく第三者に漏らしてはならない。この守秘
義務は、本契約が終了した後も継続するものとする。

2　事業者は、契約者に医療上緊急の必要性がある場合には、医療機関等に契約者に関する健康状態や家族等の情報を提供できるものとする。

3　前2項の規定に関わらず、契約者に係る他の居宅介護支援事業者等との連携を
図るなど正当な理由がある場合には、その情報が用いられる者の事前の同意を
文書により得たうえで、契約者又はその家族等の個人情報を用いることができるものとする。
　（事故発生時の対応及び損害賠償責任）
第１３条　事業者は、本契約に基づくサービスの実施にともなって、事故が発生
した場合は、速やかに契約者の家族等に連絡を行うとともに、必要な措置を講ずるものとする。

2　事業者は、前項の場合において、自己の責に帰すべき事由により契約者に生じた損害について賠償する責任を負うものとする。前条に規定する守秘義務に違反した場合も同様とする。ただし、契約者に故意又は過失が認められる場合には、
事業者の損害賠償額を減じることができるものとする。

3　事業者は、前項の損害賠償責任を速やかに履行するものとする。
　（事業者の責に帰すべからざる事由）
第１４条　本契約の有効期間中に契約者に生じた損害であっても、次の各号に該当する場合には、事業者の責に帰すべからざる事由とするものとする。

（１）契約者が、契約締結時にその心身の状況及び病歴等の重要事項について、故意にこれを告げず、又は不実の告知を行ったことにもっぱら起因して損害が発生した場合

（２）契約者が、サービスの実施にあたって必要な事項に関する聴取・確認に
対して故意にこれを告げず、又は不実の告知を行ったことにもっぱら起因して損害が発生した場合

　（３）契約者の急激な体調の変化等、事業者の実施したサービスを原因としない事由にもっぱら起因して損害が発生した場合

　（４）契約者が、事業者若しくは職員の指示・依頼に反して行った行為にもっぱら起因して損害が発生した場合
　（天災等不可抗力）
第１５条　本契約の有効期間中、地震・噴火等の天災その他事業者の責に帰すべからざる事由によりサービスの実施ができなくなった場合には、その後、事業者は契約者に対してさらに当該サービスを提供すべき義務を負わないものとする。

2　前項の場合に、事業者は契約者に対して、既に実施したサービスについて、
「重要事項説明書」に定める料金体系に基づいたサービス利用料金の支払いを
請求できるものとする。
　（契約期間の更新・終了及び契約終了に伴う援助）
第１６条　本契約の有効期間は、契約締結の日から１年間とする。契約期間満了の１か月前までに、契約者から契約終了の申し入れがない場合には、本契約は更に６か月間同じ条件で更新されるものとし、以後も同様とする。
2　契約者は、次の各号に基づく契約の終了がない限り、本契約に定めるところに従い事業者が提供するサービスを利用することができるものとする。

　（１）契約者が死亡した場合

　（２）事業者が解散した場合又はやむを得ない事由により施設を閉鎖した場合

　（３）要介護認定の更新により契約者の心身の状況が自立と認定された場合

　（４）第１７条から第１９条の規定に基づき本契約が解約又は解除された場合

3　事業者は、前項第１号を除く各号により本契約が終了する場合には、契約者の
心身の状況、置かれている環境等を勘案し、必要な援助を行うよう努めるもの
とする。
　（契約者からの中途解約）
第１７条　契約者は、次の各号に該当する場合には、本契約を即時に解約することができるものとする。

（１）第７条第3項及び第９条第3項の規定に基づき本契約を解約する場合

（２）契約者が入院した場合

　（３）契約者に係る居宅サービス計画(ケアプラン)が変更された場合

2　契約者は、前項の事由がなくとも、本契約の有効期間中であっても、本契約を
解約することができるものとする。この場合には、契約者は契約終了を希望する日の２日前までに事業者に通知するものとする。
　（契約者からの契約解除）
第１８条　契約者は、事業者又は職員が次の各号の事項に該当する行為を行った　場合には、本契約を解除することができるものとする。
（１）事業者又は職員が正当な理由なく本契約に定めるサービスを実施しない
場合

（２）事業者又は職員が第１２条に定める守秘義務に違反した場合

（３）事業者又は職員が故意又は過失により契約者の身体・財物・信用等を傷つける又は著しい不信行為、その他本契約を継続しがたい重大な事情が認められる場合

（４）他の利用者が契約者の身体・財物・信用等を傷つけた場合若しくは傷つける恐れがある場合において、事業者が適切な対応をとらない場合
　（事業者からの契約解除）
第１９条　事業者は、契約者が次の各号に該当する場合には、本契約を解除する
ことができるものとする。

　（１）契約者が、契約締結時にその心身の状況及び病歴等の重要事項について、故意にこれを告げず、又は不実の告知を行い、その結果本契約を継続しがたい重大な事情を生じさせた場合

　（２）契約者による、第６条第１項から第３項に定めるサービス利用料金の支払いが１か月以上遅延し、相当期間を定めた催告にもかかわらずこれが支払われない場合

　（３）契約者が、故意又は重大な過失により事業者又は職員若しくは他の利用者等の生命・身体・財物・信用等を傷つけ、又は著しい不信行為を行うこと
などによって、本契約を継続しがたい重大な事情を生じさせた場合
（精算）

第２０条　第７条第3項、第９条第3項及び第１６条第2項第２号から第５号の
規定に基づき本契約が終了した場合において、契約者が、すでに実施されたサービスに対する利用料金支払義務及び第１０条第3項その他の条項に基づく義務を事業者に対して負担しているときは、利用終了日から１週間以内に精算するものとする。
　（苦情処理）

第２１条　契約者又はその家族等は、提供されたサービス等につき苦情がある場合、いつでも「重要事項説明書」に記載の苦情申立窓口に苦情を申し立てることが
できるものとする。その場合、事業者は、速やかに事実関係を調査し、その結果　　　並びに改善の必要性の有無及び改善の方法について契約者に報告するものとする。

 2　事業者は、契約者又はその家族等から前項の苦情の申し出がなされたことを
もって、契約者に対していかなる差別的な取り扱いをしないものとする。
　（協議事項）

第２２条　本契約に定めのない事項及び本契約に疑義が生じたときは、事業者は
契約者及びその家族等と協議のうえ、誠意をもって解決するものとする。

　本契約の締結を証するため、本書２通を作成し、事業者、契約者が記名捺印の
うえ、各１通を保有するものとする。

令和　　　年　　　月　　　日
高梁市松原通２０４３番地
事業者　　高 梁 市
高梁市長　　石 田 芳 生
契約者　　住　　所〒
氏　　名　　　　　　　　　　　　　印
契約者　　住　　所〒
の家族等
氏　　名　　　　　　　　　　　　　印

続　　柄

電話番号
携帯電話
重　要　事　項　説　明　書

	当施設は介護保険の指定を受けています。

（岡山県指定　第3373200199号）




高梁市特別養護老人ホーム鶴寿荘

重要事項説明書（短期入所生活介護サービス）

　あなたに対する居宅サービス提供開始にあたり、指定居宅サービス等の
事業の人員、設備及び運営に関する基準（平成１１年厚生省令第３７号）
第１２５条の規定に基づいて、当事業者があなたに説明すべき事項は次の
とおりです。

１．事業者
	事業者の名称
	　高梁市

	事業者の所在地
	　岡山県高梁市松原通２０４３番地

	代 表 者 名
	　高梁市長　石 田 芳 生

	電 話 番 号
	　０８６６－２１－０２００


　２．ご利用施設

	施設の名称
	　高梁市特別養護老人ホーム鶴寿荘

	施設の所在地
	　岡山県高梁市成羽町下原２６８番地１

	　管 理 者 名
	　長　船　祥　司

	電 話 番 号
	　０８６６－４２－２００１

	　ＦＡＸ番号
	　０８６６－４２－２００３


　３．ご利用施設であわせて実施する事業

	事　業　の　種　類
	岡山県知事の事業者指定
	利用定員

	
	指定年月日
	指 定 番 号
	

	施設
	介護老人福祉施設
	平成12年4月1日
	3373200199号
	５０人

	居宅
	短期入所生活介護
	平成12年4月1日
	3373200199号
	４人


　４．事業の目的と運営の方針

	事 業 の 目 的
	　この事業は、介護保険法令の趣旨に従い契約者　（利用者）が短期間利用し、当該施設において入浴、排泄、食事等の介護その他の日常生活上の世話及び　機能訓練のサービスを提供します。

	施設運営の方針
	　当施設にあっては、要介護状態になった場合に　　おいて利用者が可能な限りその居宅においてその　有する能力に応じ自立した日常生活を営むことが　できるよう、入浴、排泄、食事等の介護その他の日常生活上の世話及び機能訓練を行い、要介護状態の軽減若しくは悪化の防止、又は予防に資するようサービスに努めます。


　５．施設の概要

　（１）敷地及び建物

	敷　　　地
	３，４１０．０㎡

	建　物
	構　　造
	　鉄骨鉄筋コンクリート造　地上２階建

	
	延床面積
	　１，７５３．６㎡

	
	利用定員
	　４名（特別養護老人ホーム鶴寿荘５０名）


（２）居室及びその他主な設備（介護老人福祉施設と共用）
	
	居室・設備の種類
	室　　数
	備　　考
	

	
	居室
	２人部屋
	３室　　
	１室19.2㎡
	

	
	
	４人部屋
	１２室　　
	１室35.5㎡
	

	
	食　　堂
	１室　　
	51.38㎡
	

	
	機能訓練室
	１室　　
	103.0㎡
	

	
	
	
	 ［主な設置機器］
 　移動式平行棒、歩行訓練用階段、肋木運動器、
肩関節輪転運動器、上肢相互運動器
	

	
	一般浴室
	１室　　
	43.953㎡
	

	
	機械浴室
	１室　　
	33.6㎡
	

	
	
	
	
	

	
	医務・静養室
	１室　　
	34.72㎡
	

	
	便　　所
	５室　　
	77.834㎡
	


６．職員体制
	
	職　　種
	常勤換算
	指定基準

	
	 １．所　長（施設長）
	１名　　
	１名　　

	
	 ２．医　師（非常勤嘱託医）
	１名　　
	１名　　

	
	 ３．生活相談員
	１名　　
	１名　　

	
	 ４．介護職員
	１４名　　
	１６名　　

	
	 ５．看護職員
	３名　　
	３名　　

	
	 ６．機能訓練指導員（看護職員と兼務）
	（１名）
	１名　　

	
	 ７．介護支援専門員（介護職員と兼務）
	（１名）
	１名　　

	
	 ８．管理栄養士
	１名　　
	１名　　

	
	 ９．調理員
	６名　　
	　


７．職員の勤務体制
	
	職　種（職　務）
	勤　務　体　制
	

	
	 １．所長（施設長）
	 日　勤    　　８：３０～１７：１５　１名
	

	
	 ２．医師（非常勤嘱託医）
	 毎週水曜日　１４：００～１５：００　１名
	

	
	 ３．生活相談員
	 日　勤    　　８：３０～１７：１５　１名
	

	
	 ４．介護職員
	 標準的な時間帯における配置人員
	

	
	
	早　出　　　　７：１５～１６：００　３名

 遅　出　　　１０：１５～１９：００　３名
準　夜　　　１６：００～　０：４５　２名
深　夜　　　　０：４０～　９：２５　２名
	

	
	 ５．看護職員
	 標準的な時間帯における配置人員
	

	
	
	 早　出　　　　７：３０～１６：１５　１名
日　勤　　　　８：３０～１７：１５　１名
遅　出　　　　９：１５～１８：００　１名
	

	
	 ６．機能訓練指導員
     （看護職員と兼務）
	 日　勤　　　　８：３０～１７：１５　１名
	

	
	 ７．介護支援専門員
     （介護職員と兼務）
	 日　勤　　　　８：３０～１７：１５　１名
	

	
	
	
	

	
	 ８．管理栄養士
	日　勤　　　　８：３０～１７：１５　１名
	

	
	 ９．調理員
	標準的な時間帯における配置人員
	

	
	
	早　勤　　　　６：００～１４：４５　１名

 日勤１　　　　７：００～１５：４５　１名
日勤２　　　　９：１５～１８：００　１名
遅　出　　　１０：１５～１９：００　１名
	


８．営業日及びご利用の予約
	営業日
	年中無休

	予約の方法
	利用を希望される期間の初日２か月前から受け付けております。


９．送迎サービス

　　通常の送迎の実施地域は、高梁市内とする。

１０．身体拘束について
当施設では原則身体拘束は行いません。ただし、契約者や他入所者等の
生命・身体に危険が及ぶ場合など緊急やむを得ない場合にはこれを行うことがあります。やむを得ず身体拘束を行う場合には契約者、その家族等、各専門職で十分検討したのち「緊急やむを得ない身体拘束に関する説明書」に内容を
記載し、同意していただきます。その後、経過観察記録をつけ、随時再検討し拘束の解除に努めます。
１１．施設サービスの概要
　　サービス内容説明書のとおり。
１２．キャンセル料
	キャンセル日
	１日あたりのキャンセル料金

	利用期間中
	利用者の要介護状態に応じた厚生労働大臣が定める介護報酬の告示上の額（指定居宅サービス介護給付費単位数表の短期入所生活介護費（１日につき）併設型短期入所生活介護費（Ⅱ）に定める額）の２割

	利用開始当日
	利用者の要介護状態に応じた厚生労働大臣が定める介護報酬の告示上の額（指定居宅サービス介護給付費単位数表の短期入所生活介護費（１日につき）併設型短期入所生活介護費（Ⅱ）に定める額）の開始当日は２割、２日目からは１割

	利用開始７日前から前日まで
	利用者の要介護状態に応じた厚生労働大臣が定める介護報酬の告示上の額（指定居宅サービス介護給付費単位数表の短期入所生活介護費（１日につき）併設型短期入所生活介護費（Ⅱ）に定める額）の１割


　※ただし、市長が特別な事由があると認めたときは減免することができる。
１３．苦情の受付について
（１）当施設における苦情の受付
当施設における苦情やご相談は、下記の専用窓口にて受付、又は施設の事務所窓口に苦情受付ボックス（意見箱）を設置しています。
	〇受付窓口　　生活相談員　西村　宏美　（責任者）所長　長船　祥司
〇受付時間　　毎週月曜日～金曜日（祝日除く）　8：30～17：15

〇相談方法　　電話：（0866）42-2001　又は　面談


（２）行政機関やその他苦情相談機関
	問合わせ先
	電話番号

	高梁市　福　祉　課　（福祉政策係）
高齢者支援課（介護保険係）
	0866‐21‐0265
0866‐21‐0299

	岡山県国民健康保険団体連合会
	086‐223‐8811


（３）苦情解決について
苦情については、生活相談員が受付し、事実等を調査・確認し、介護福祉士、看護師、管理栄養士において解決のため協議を行い、申し出者にその内容、対応策等を説明し了解を得ることにしています。なお、申し出者の納得が得られない場合は、所長を含め再協議し、所長から申し出者に処理の内容を説明します。
また、所長は、苦情内容が当施設の設置した窓口では対応しきれないと判断　　した場合には、すみやかに上記の(2)の機関などが設置する苦情解決機関に斡旋を申し出るなどの対応をします。なお苦情解決終結後は、その記録を５年間記録を保存します。
１４．協力医療機関
	医療機関の名称
	高梁市国民健康保険成羽病院

	院長名
	眞　壁　幹　夫

	所在地
	高梁市成羽町下原３０１番地

	電話番号
	０８６６－４２－３１１１

	診療科
	外科・内科・整形外科・小児科・婦人科・耳鼻咽喉科・
皮膚科・眼科

	入院設備
	ベッド数　一般５４床，医療型療養４２床　　計９６床

	救急指定の有無
	有

	契約の概要
	当施設と高梁市国民健康保険成羽病院とは、利用者が入院
治療等を必要とする場合の医療的処置を円滑に行う。


１５．非常災害時の対応
	非常時の対応
	別途定める「高梁市特別養護老人ホーム鶴寿荘消防計画」に則り対応を行います。

	平常時の訓練等
	別途定める「高梁市特別養護老人ホーム鶴寿荘消防計画」に則り年２回夜間及び昼間を想定した避難訓練を入所者の方も参加して実施します。

	防災設備
（特別養護老人ホーム鶴寿荘と共通）
	設備名称
	個数等
	設備名称
	個数等

	
	避難階段
	１か所
	防火扉・シャッター
	４か所

	
	避難口（非常口）
	４か所
	スプリンクラー設備
	あり

	
	自動火災報知器
	あり
	非常通報装置
	あり

	
	誘導灯及び誘導標識
	１０か所
	漏電火災報知器
	あり

	
	ガス漏れ報知器
	あり
	非常用電源
	あり

	
	カーテン、布団等は防炎性能のあるものを使用しております。

	消防計画等
	消防署へ届出日：平成２７年４月１日（変更）
防 火 管 理 者：所長　長船　祥司


１６．当施設ご利用の際に留意いただく事項
	来訪・面会
	来訪者は、面会時間（９：００～１９：００）を遵守し、必ずその都度職員に届出てください。

	外出・外泊
	外出又は外泊される場合は、必ず職員に事前に申し出て　ください。（外出・外泊申請書の記入）。

	協力病院以外への医療機関への受診
	利用者が特に希望する医療機関を有する場合には、状況の許す限りその希望する医療機関を優先します。

	居室・設備・器具の利用
	施設内の居室や設備、器具は本来の用法にしたがってご利用ください。これに反したご利用により破損が生じた場合、賠償していただくことがございます。

	喫煙・飲酒
	喫煙は決められた場所以外ではお断りします。飲酒はできません。

	迷惑行為等
	騒音等他の入所者の迷惑になる行為はご遠慮願います。又、むやみに他の入所者の居室等に立入らないようにしてください。

	所持品の管理
	現金及び貴重品についての、紛失や破損についての責任は一切負えませんので、持込みはご遠慮ください。

	宗教活動・政治活動
	施設内での他の入居者に対する宗教活動および政治活動はご遠慮ください。

	動物飼育
	施設内へのペットの持ち込みおよび飼育はお断りします。


１７．提供するサービスの第三者評価の実施状況

　　　実施の有無　＜なし＞
私は、本書面に基づいて施設の職員（職名　生活相談員　西村宏美）から上記
重要事項の説明を受けたことを確認します。
　　令和　　　年　　　月　　　日

　　　　　契 約 者　　　　住　　所〒
　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　契約者の　　　　住　　所〒
　　　　　家 族 等

　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　続　　柄
サービス内容説明書

１．介護保険給付対象サービス

	サービスの種類
	内　　　　　　　　容

	食事の介助
	・管理栄養士の立てる献立表により栄養と利用者の身体状況に配慮した食事を提供します。（ただし、食材料費は給付対象外です。）

・食事はできるだけ離床して食堂で召し上がって頂けるように配慮します。

　　食事時間

　　 朝　食　　７：４５～　８：３０
　　 昼　食　１２：００～１２：４５

　　 夕　食　１８：００～１８：４５

	排泄の介助
	・利用者の状況に応じて適切な排泄介助を行うとともに、排泄の自立についても適切な援助を行います。

・オムツを使用する方に対しては、１日６回の交換を行うと
ともに、必要な場合はこれを超えて交換を行います。

	入浴・清拭の介助
	・週２回の入浴、又は清拭を行います。

・寝たきり等で座位のとれない方は機械浴槽を用いての入浴も可能です。

・入浴日（月～土曜日の間に２回。入浴時間14:00～16:00）

	離床・着替え等の　　　　介助
	・寝たきり防止の為、できる限り離床に配慮します。

・生活のリズムを考えて、毎朝夕の着替えを行うよう配慮します。

・個人としての尊厳に配慮し、適切な整容が行われるよう援助します。

・シーツ交換は週１回、洗濯は必要に応じて実施します。

	機能訓練
	・機能訓練指導員（看護師と兼務）による利用者の状況に適合した機能訓練を行い生活機能の低下を防止するように努めます。

　（当施設の保有するリハビリ器具）

　　　移動式平行棒
　　　歩行訓練用階段
　　　肋木運動器
　　　肩関節輪転運動器
　　　上肢交互運動器　　　　各１台

	健康管理
	・嘱託医師により、週１回診療日を設けて健康管理に努めます。また、緊急等必要な場合には契約者の主治医あるいは協力病院に責任を持って引継ぎます。

　　（当施設の嘱託医師）

　　　氏名　足立　俊典
　　　　　　　内科（所属―成羽病院）

　　　協力病院　高梁市国民健康保険成羽病院

	相談及び援助
	・当施設は、契約者及びその家族等からの相談について誠意をもって応じ、可能な限り必要な援助を行うよう努めます。

（相談窓口）

　　 生活相談員　西村　宏美


サービス利用料金表
＜サービス利用料金（１日当たり）＞

　次の料金表によって、契約者の要介護度に応じたサービス利用料金から
介護保険給付額を除いた金額（自己負担額）をお支払い下さい。

※サービス利用料金は、契約者の要介護度等に応じて異なります。
	１．契約者の要介護度とサービス利用料金
	区　　　　　　　分

	
	要　支　援
	要　　　介　　　護

	
	１
	２
	１
	２
	３
	４
	５

	
	円

4,510
	円

5,610
	円

6,030
	円

6,720
	円

7,450
	円

8,150
	円

8,840

	２．うち、介護保険から給付される金額
	9割　円

4,059
8割
3,608
7割
3,157
	9割　円

5,049
8割
4,488
7割
3,927
	9割　円

5,427
8割
4,824
7割
4,221
	9割　円

6,048
8割
5,376
7割
4,704
	9割　円

6,705
8割
5,960
7割
5,215
	9割　円

7,335
8割
6,520
7割
5,705
	9割　円

7,956
8割
7,072
7割
6,188

	３．サービ利用に係る自己負担金額

＜１－２＞
	1割　円

451
2割
902
3割
1,353
	1割　円

561
2割
1,122
3割
1,683
	1割　円

603
2割
1,206
3割
1,809
	1割　円

672
2割
1,344
3割
2,016
	1割　円

745
2割
1,490
3割
2,235
	1割　円

  815
2割
1,630
3割
2,445
	1割　円

  884
2割
1,768
3割
2,652

	４．食費・滞在費
	段階区分（所得条件）　滞在費(円)　　食費(円)　　合計(円)

	
	第1段階 （生活保護等）
第2段階
第3段階①
第3段階②
第4段階 （非該当等）
※ その他資産条件等あり
	０　　　　３００　　　３００
３７０　　　６００　　　９７０
３７０　１，０００　１，３７０
３７０　１，３００　１，６７０
８５５　１，４４５　２，３００



　☆上記のほか、施設の体制等により、またサービス提供に応じた加算・減算が
発生します。
☆契約者が要介護認定を受けられていない場合は、サービス利用料金の全額を
一旦お支払い頂きます。要介護認定を受けられた後に、自己負担額を除く金額が介護保険から払い戻されます（償還払い）。償還払いとなる場合は、契約者が介護給付の申請を行うために必要となる事項を記載した「サービス提供証書」を施設から交付します。
☆介護保険からの給付額に変更があった場合は、変更された額に合わせて契約者の自己負担額が変更になります。
２．介護保険給付対象外サービス及び利用料金
＜利用料等の料金表＞
	種　　　　　　　　　　　別
	利　　用　　料

	食費
	サービス利用料金表のとおり
（内訳）

朝食　　　　　　３９０円
昼食　　　　　　５３５円
夕食　　　　　　５２０円

	滞在費

	サービス利用料金表のとおり


	サービス提供体制加算Ⅱ
	１割負担：１８円／日

	送迎加算（利用時のみ）

	１割負担：１８４円／回

	レクリエーション行事
	・当施設では、施設行事計画に沿ってレクリエーション、行事を企画します。
	施設外レクリエーションに係る
交通費・入場料の実費

	クラブ活動
	・クラブ活動（ちぎり絵・書道等）
	材料費の実費

	私物の洗濯代（利用者の希望により施設外でのクリーニング代）
	１回につき　　　　　　　実費

	日常生活品の購入代行
	１回につき　　　当分の間無料

	電気代（１器具につき）
	１日につき　　　　　　５０円

	謄写物の交付
	１枚につき　　　　　　１０円

	介護保険給付

対象外サービス
	通常のサービスに要する期間を超える
短期入所生活介護サービス
	厚生労働大臣が定める介護報酬の告示上の額（指定居宅サービス介護給付費単位数表の短期入所生活介護費（１日につき）併設型短期入所生活介護費（Ⅱ）に定める額）

	
	介護保険給付の支給限度額を超える
短期入所生活介護サービス
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